
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

おかず 

☆献立は、学校給食センター運営委員会の献立部会で決定されます。 

☆給食用物資は、学校給食センター運営委員会の物資部会で選定します。 

 

 

 

 

 

 

※学校給食に使用する加工食品の原材料と配合割合を記入した、「使用加工食品の配合割合表」を

ご希望の方に配布しています。学校にお申し出ください。 

牛乳 

☆毎日１本（２００ｃｃ）つきます。ストローを使って飲みます。 

☆食物アレルギーなどで牛乳を飲用しない場合は、学校長宛てに飲用牛乳の辞退を申請し、学校長

が必要と認めた場合は牛乳を停止できます。 

いよいよ新
あたら

しい学
がく

年
ねん

での生
せい

活
かつ

がスタートしました。学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

は、栄
えい

養
よう

バランス

のとれた食
しょく

事
じ

で子
こ

どもたちの健
すこ

やかな成
せい

長
ちょう

を支
ささ

えるとともに、さまざまなことを

学
まな

ぶ教
きょう

材
ざい

となるものです。今
こん

年
ねん

度
ど

も地
じ

元
もと

産
さん

の新
しん

鮮
せん

な食
しょく

材
ざい

を取
と

り入
い

れ、安
あん

全
ぜん

や衛
えい

生
せい

に配
はい

慮
りょ

しながら、心
こころ

を込
こ

めておいしい給
きゅう

食
しょく

作
づく

りに努
つと

めてまいります。1年
ねん

間
かん

どう

ぞよろしくお願
ねが

いいたします。 

 

できるかぎり素材から調理

しています 

旬の食材や、城陽産の食材を 

使用しています 

食中毒予防に気をつけて、 

温度管理しています 

～きゅうしょくセンターだより～ 

令和８年（２０２６年） ４月 

城陽市立学校給食センター 小学校 

 

～城陽市の学校給食について～ 

安心・安全な物資を使用しています 

小型パン 

小麦粉使用量 

低学年 ３０ｇ 

中学年 ４０ｇ 

高学年 ５０ｇ 

卵およびエビアレルギー対応

給食を実施しています 

パン 

☆週１回（月曜日 ※変更の場合もあります） 

☆小麦粉使用量 

 低学年 ５０ｇ 

 中学年 ６０ｇ 

 高学年 ７０ｇ 

☆種類 

 コッペパン、食パン、黒糖パン、味付けパン、

バターパン、ミルクパンなど 

☆小麦粉は１等粉を使用し、京都府産の小麦粉

を２０％使用しています。 

ごはん 
☆週４回 

☆米の使用量（学期ごとに変動します） 

 低学年 ６０ｇ 中学年 ８０ｇ 

 高学年 ９５ｇ 

☆米は城陽産・山城産の「ヒノヒカリ」 

 等を使用しています。 

☆麦ごはんは麦を１０％入れています。 

 

＊城陽市のウェブサイトに「予定献立表」「給食センターだより」 

日々提供している給食の写真を掲載しています。 

右のQRコードよりアクセスできますので、ぜひご覧ください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆つめは短
みじか

く切
き

っておこう。 

◆石
せっ

けんを使
つか

って手
て

を洗
あら

おう。 

◆マスクをきちんとつけよう。 

◆ハンカチを持
も

とう。 

◆髪
かみ

の毛
け

が給
きゅう

食
しょく

に入
はい

らないように、長
なが

い髪
かみ

はくくったり、 

帽
ぼう

子
し

や三
さん

角
かく

巾
きん

をつけよう。 

◇ 所
しょ

長
ちょう

…薗
その

田
だ

 ◇主
しゅ

任
にん

専
せん

門
もん

員
いん

…藤
とう

堂
どう

  ◇ 主
しゅ

 任
にん

…澤
さわ

畑
はた

 

◇ 事
じ

 務
む

…寺
てら

井
い

 ◇ 栄
えい

養
よう

士
し

（食
しょく

物
もつ

アレルギー担
たん

当
とう

）…橋
はし

本
もと

 

 

◇ 栄
えい

養
よう

教
きょう

諭
ゆ

（献
こん

立
だて

立
りつ

案
あん

や発
はっ

注
ちゅう

、食
しょく

に関
かん

する指
し

導
どう

を行
おこな

います） 

      …成
なる

瀨
せ

（寺
てら

田
だ

西
にし

小
しょう

学
がっ

校
こう

所
しょ

属
ぞく

）、北
きた

野
の

（南
みなみ

城
じょう

陽
よう

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

所
しょ

属
ぞく

） 

    吉
よし

田
だ

（寺
てら

田
だ

南
みなみ

小
しょう

学
がっ

校
こう

所
しょ

属
ぞく

） 
  

★調
ちょう

理
り

及
およ

び配
はい

送
そう

業
ぎょう

務
む

は外
がい

部
ぶ

委
い

託
たく

しています。（一
いち

冨
ふ

士
じ

フードサービス株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

） 

◇ 調理員
ちょうりいん

…５０名
めい

   ◇ 配送
はいそう

… １４名
めい

  ◇ ボイラー担当
たんとう

…１名
めい

 

 

今
こん

年
ねん

度
ど

も、安
あん

心
しん

・安
あん

全
ぜん

はもとより、こどもたちが楽
たの

しみにしてくれるような 

おいしい給
きゅう

食
しょく

作
づく

りに努
つと

めていきたいと思
おも

います。よろしくお願
ねが

いします。 

 

４月
がつ

使
し

用
よう

予
よ

定
てい

の城
じょう

陽
よう

産
さん

野
や

菜
さい

 

＊吉
よし

岡
おか

秀
ひで

夫
お

さん       ＊株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

ミズノさん 

こまつな ９０ｋｇ     青
あお

ねぎ   １２９ｋｇ 

地
じ

元
もと

でとれた野
や

菜
さい

は新
しん

鮮
せん

でおいしく、

栄
えい

養
よう

も愛
あい

情
じょう

もたっぷりです。 

今年度
こんねんど

の給
きゅう

食
しょく

は「保
ほ

存
ぞん

食
しょく

を見
み

直
なお

そう」がテーマです。日
に

本
ほん

では季
き

節
せつ

の食
しょく

材
ざい

を長
なが

く食
た

べる

ために、さまざまな保
ほ

存
ぞん

食
しょく

が受
う

け継
つ

がれてきました。近
きん

年
ねん

は食
た

べる機
き

会
かい

が減
へ

ってきましたが、

栄
えい

養
よう

が多
おお

く含
ふく

まれている保
ほ

存
ぞん

食
しょく

は、災
さい

害
がい

時
じ

にもとても役
やく

に立
た

つ食
しょく

材
ざい

です。日
に

本
ほん

の食
しょく

文
ぶん

化
か

で

もある保
ほ

存
ぞん

食
しょく

の意
い

味
み

と昔
むかし

の人
ひと

の知
ち

恵
え

を知
し

り、食
た

べ慣
な

れる１年
ねん

にしていきましょう。 

 

大
だい

根
こん

を切
き

って数
すう

日
じつ

間
かん

天
てん

日
ぴ

干
ぼ

しした食
た

べ物
もの

です。カルシウ

ムや食
しょく

物
もつ

繊
せん

維
い

が豊
ほう

富
ふ

です。 

夕
ゆう

顔
がお

の実
み

を薄
うす

く長
なが

く削
けず

り取
と

り、乾
かん

燥
そう

させた食
た

べ

物
もの

です。 

豆
とう

腐
ふ

を乾
かん

燥
そう

させて作
つく

る食
た

べ物
もの

です。乾
かん

燥
そう

の過
か

程
てい

でス

ポンジ状
じょう

の構
こう

造
ぞう

がうまれ、

煮
に

汁
じる

をよく吸
す

います。 

 昔
むかし

は塩
しお

漬
づ

けにして保
ほ

存
ぞん

性
せい

を高
たか

めたサバが京
きょう

都
と

では大
たい

切
せつ

に食
た

べられていました。 

切
き

り干
ぼ

し大
だい

根
こん

 高
こう

野
や

豆
どう

腐
ふ

 

かんぴょう さば（水
みず

煮
に

缶
かん

） 

～１学
がっ

期
き

の 給
きゅう

食
しょく

に登 場
とうじょう

する保
ほ

存
ぞん

食
しょく

～ 

 給
きゅう

食
しょく

当
とう

番
ばん

になった人
ひと

は、給
きゅう

食
しょく

の準
じゅん

備
び

をする前
まえ

に給
きゅう

食
しょく

当
とう

番
ばん

として

ふさわしい清
せい

潔
けつ

な身
み

支
じ

度
たく

をしているかどうかを確
かく

認
にん

しましょう。 


